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研究成果の概要（和文）：モンゴルをはじめとするポスト社会主義諸地域において、ローカルな自然・社会に根ざした
モノの生産・流通・消費のあり方とそのグローバルな変化を、国家の影響・社会変化・人びとの移動に注目して検討し
、以下の2点が明らかになった。
〈1〉 移動式住居「ゲル」・フェルト・銀製品・食べ物は、製作技術・ローカルな社会関係・国家の政策の3つが絡む
ことで20世紀を通して変化してきた。
〈2〉モンゴル国では20世紀以降に都市化が進んできたが、人びとのライフコースは草原と都市を往還するものであっ
た。ゲルは、空間移動のほか、時間とともにサイズを拡大・縮小できる柔軟性を特徴とし、人びとの移動性と定住地で
の居住性を支えていた。

研究成果の概要（英文）：This research examined the method of production, the circulation, the 
consumption, and the global change of things which took root in the local culture and the natural 
environment in post-socialist countries such as Mongolia, with attention to the national policies, the 
social change, and people’s mobility. As a result, the following were made clear.
 [1] The mobile residence, ger, felt, silver products, and food have changed through the 20th and 21st 
centuries, which was influenced by unique technologies, local relationships, and national policies.
 [2] Though urbanization advanced in Mongolia after the 20th century, the life course of the people 
included living in both rural and urban areas. A ger has the characteristic of a flexibility to be 
extended or reduced in size along with time. The ger supported people’s mobility and comfortable life in 
both rural and urban areas.
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１．研究開始当初の背景 
社会主義における生産の理念は工業モデ

ルに依拠し、分業と生産規模の拡大によっ

て生産性の向上を目指すものであった。 

だが報告者の研究開始当初までの研究か

らは、モンゴルの牧畜においては、この理

念は全面的に適用されていたわけではなく、

例外的な領域が制度的に用意されていた。

たとえば、一部の家畜は「商品」にとどま

らず、ときに「個別化」［Kopytoff 1986］

され、牧民の過去の記憶を喚起する手がか

りとなるなど多義的な意味を担っていた。

社会主義期にも、移行期にも、モンゴルの

牧畜の中心的な領域は商品経済システムに

覆われていたが、周縁では家畜と人間のあ

いだには人格的な関係が生じていたのであ

る［風戸 2006］。 

そのような、商品世界からはみ出した家

畜と人間との関係史は、人々の語りを収集

することで再構成されたもうひとつの歴史

であり、これまでに「書かれなかった」社

会主義のもうひとつの側面である。社会主

義社会の描き方については、C・ハンは、こ

れまでの社会主義社会の表象は一枚岩的であ

ったと批判し、ポスト社会主義の諸社会につ

いて、その個別社会における社会主義期およ

び移行期の経験を土着の文脈に位置づけるこ

とで、その多様性とリアリティーを明らかに

できると提案している［Hann 2002］。 

これこれに対して本研究は、モノに注目し

てハンの提案を実践するものである。すなわ

ち、ポスト社会主義の諸社会におけるモノ

生産の場において、生産者である人間と生

産されるモノとの関係にどのような関係が

取り結ばれてきたのかを、革命以前／社会

主義期／体制変化後の各時期を比較検討す

る。そのことを通して、社会主義が異なる

国家・地域・生産現場にどのような普遍的

な影響を与えたのか、そしてまた、個別の

国家・地域・生産現場において社会主義の

理念がどのようにローカライズされてきた

のか、を明らかにする。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ポスト社会主義の諸社会

におけるモノの生産・流通・消費の場におけ

る人間とモノの関係を、マクロな政治経済と

関連づけながら検討することを通して、ふつ

うの人びとの視点による多声的な社会史を記

述することである。とくに人びとの日常生活

の経験、すなわち生産現場における人とモノ

の関係に注目し、社会主義の諸社会の内部で

の文化的な多様性について解明することをめ

ざす。 
 
３．研究の方法 
社会主義化をはじめとする国家の政治経

済の変化が、モノの生産の現場における人

とモノの関係に与えた影響を明らかにする

ため、次の 2点を検討した。①同じ国家の

内部での、異なる業種の生産現場での経験

を比較検討した。②同種産業の同じモノに

注目し、異なる国家・地域での経験を比較

し、差異と共通性を抽出した。 

とくに注目したモノは、羊毛製品・移動

式住居「ゲル」・銀製品・乳製品、である。

調査地域は、これまで調査研究をおこなっ

てきたモンゴルに加え、カザフスタン・キ

ルギスタンなどを対象とした。 

 

（1）羊毛製品 

■モンゴル国ウムヌゴビ県でフィールドワ

ークをおこない、フェルトの製作や糸紡

ぎの技法に関する聞き取り・映像記録を

おこなった。 

■モンゴル国の首都ウランバートルにおい

て、主に外国人観光客向けのフェルト小

物を売る小売店で、ビジネスの季節性、

人気商品のデザイン、フェアトレードに

関わるモンゴル人グループの特質に関

する聞き取りをおこなった。 



□キルギス共和国において、観光客向けの

フェルト小物の小売状況・製作体験のあ

り方を観察した。 

 

（2）移動式住居「ゲル」と銀製品 

■モンゴル国ホブド県でフィールドワーク

をおこない、ゲルの購入・使用・メンテ

ナンス・継承のあり方について聞き取り

をおこなった。 

□キルギス共和国の観光業・輸出産業とし

ての移動式住居生産の場を観察し、生産

技術について聞き取りをおこなった。 

■ウランバートルの職人街において、その

規模やそこで活動する職人の職種につ

いて総合的な調査をおこなった。 

■ウランバートルの一つの銀鍛冶工房で定

点観察をおこない、顧客と職人とのあい

だのコミュニケーションを分析するこ

とで、鍛冶師に対するニーズと対価の決

定過程を分析した。 

 

（3）乳製品と食べ物 

■ウランバートル市内において、スーパー

マーケットで売られている乳製品の種

類と、大衆食堂のメニューに含まれる畜

産物について調査した。 

□カザフスタン共和国と日本において、乳

製品の生産および都市と地方における

小売の状況を調査した。 

 

（4）社会の現代的な変化 

■20世紀以降のモンゴル人の生活空間と人

生経験をミクロな視点で分析するため、

一親族集団につらなる4世代・26人の、

草原と都市にまたがる移動と生活の経験

に関する聞き取りをおこなった。 

 
（5）異なる地域・時代との比較 

 以上の成果を異なる地域・時代と比較して

位置づけるため、モノと人間の関係をめぐる

シンポジウムとワークショップを企画・開催

した。 

・ワークショップ「アジアにおけるグローバ

リゼーション：衣食住から社会史を記述す

る」 

→ 現代モンゴルにおける人とモノの関

係の事例をアジアの他地域と比較した。 

・シンポジウム「畜産物の流通にみるモンゴ

ル高原のグローバリゼーション」 

→ 現代モンゴルにおける畜産物（肉・

毛・乳）の流通のあり方を、人類学と歴史

学の学際的な方法で検討し、モンゴルの物

流の特徴を東北アジアおよびユーラシア

諸地域と比較した。 

 
４．研究成果 
 上記（1）〜（5）に関して以下のような結
果を得た。 
 
 
（1）羊毛製品 

 モンゴル独自のフェルト製作技術の意味と

その社会的な背景を検討したところ、モンゴ

ルのフェルト製作においては「母フェルト」

という半製品が不可欠であること、母フェル

トは巨大フェルトを大量に複製する合理的な

手段であり、かつフェルト製作に関する在来

知識が家族や世帯間で継承される手がかりと

なっていることがわかった。つまり、モノ生

産における「道具」の意味とローカルな社会

との関係を明らかにした。 

 

（2）移動式住居「ゲル」と銀製品 

 モンゴルのゲルは、社会主義期以前／社会

主義期／体制変化後という時代の変化と、個

人のライフサイクルに応じて、その素材・使

い方・補修のしかたが変わっていた。またゲ

ルの工場生産に関しては、社会主義期以降、

国家規格によってその仕様が詳細に定められ

た。しかしながら、ゲルは、移動性の高さに

加えて、素材・サイズ・使い方を、使い手の



都合や時代状況に合わせて変えられるという

自在性を特長としていた。 

 
（3）乳製品と食べ物 

 乳製品については、カザフスタンのスーパ

ーマーケットおよび産地直送販売所で売られ

ている乳製品の種類は約250〜560種類で、日

本のスーパーマーケット（約250種類）よりも

多かった。一方、モンゴルのスーパーマーケ

ットでは乳製品の種類が少なめであった。モ

ンゴルの食事には外国の影響が大きいが、草

原では現在も畜産物に依存した食生活の論理

と食事メニューが卓越していた。 

 
 
（4）社会の現代的な変化 

 20世紀モンゴル国の工業化・人口増加・都

市化のもとでの、人びとの居所の選択の指向

性を以下のとおり明らかにした。 

 人びとは地方から都市を一方向的に指向

しているのではなく、むしろ彼らのライフコ

ース（個人の一生）とファミリー・ヒストリ

ー（4世代の 100年史）は両空間を往還する

ものであった。また、人びとは夏に草原の年

長者のもとに集まり、自然に埋め込まれた生

活に親しみ、家畜生産技術を習得し、地縁・

血縁にもとづく社会関係を構築していた。 

 このように、モンゴルの都市とその近郊に

暮らすモンゴル人が、ノマド的な行動様式に

よって現代的な諸変化に対応してきたこと

を示した。加えて、カザフスタンにおいて、

職業選択を中心とする人生選択に焦点を当

て、社会主義期とポスト社会主義期の労働と

生活のあり方およびその理念を検討した。 

 
（5）結論｜異なる地域・時代との比較 

 以上、モンゴル国とカザフスタン共和国、

キルギス共和国におけるモノの生産・流通・

消費の場における人間とモノの関係を、国家

の影響・社会変化・人びとの移動に注目して

検討した。物質文化のあり方は、独自の製作

技術・生産関係が埋めこまれたローカルな社

会関係・マクロな制度の3つが絡みあうことに

より、時代を通して変化してきた。その一方

で、物質文化は当該社会の特徴を支えており、

また社会のあり方を具現化するものでもあっ

た。 
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